
1―　　―

一�

、
日
立
創
業
の
精
神
「
和･

誠･

開
拓
者
精
神
」
の
ル
ー
ツ
神
峰
山

　

四
月
下
旬
の
週
末
に
、
地
元
我
孫
子
市
の
山
の
会
の
メ

ン
バ
ー
と
日
立
市
に
あ
る
神
峰
山
に
登
っ
て
来
た
。
こ
の

日
の
天
気
は
曇
り
の
ち
晴
れ
で
、
神
峰
山
の
山
頂
（
海
抜

五
八
七
メ
ー
ト
ル
）
に
登
っ
た
時
は
ま
だ
肌
寒
か
っ
た

が
、
山
を
下
り
日
立
の
海
岸
沿
い
の
温
浴
施
設
で
山
行
の

疲
れ
を
癒
し
、
飲
食
を
楽
し
む
頃
に
は
晴
れ
て
気
温
も
上

が
り
、
初
夏
の
気
分
を
楽
し
め
た
。

　

山
岳
小
説
に
詳
し
い
方
は
新
田
次
郎
の
「
あ
る
町
の
高

い
煙
突
」
と
い
う
小
説
を
ご
存
じ
か
も
し
れ
な
い
。
神
峰

山
山
麓
の
日
立
鉱
山
の
煙
害
に
対
処
す
る
た
め
に
、
地
元

の
農
民
と
日
立
鉱
山
の
技
術
者
、
経
営
者
が
こ
れ
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
か
つ
て
な
い
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

高
い
煙
突
を
建
て
、
こ
れ
を
克
服
し
た
と
い
う
史
実
に
基

づ
い
て
い
る
。
現
在
の
日
立
製
作
所
の
源
流
が
久
原
鉱
業

所
日
立
鉱
山
に
あ
り
、
日
立
創
業
の
精
神
で
あ
る
「
和･

誠･

開
拓
者
精
神
」
は
一
〇
〇
年
前
の
こ
の
時
か
ら
あ
っ

た
と
思
う
と
そ
の
社
会
性
と
先
見
性
に
感
心
す
る
の
で
あ

る
。

半�

導
体
産
業
再
生
へ
の
道

―
日
立
、
ル
ネ
サ
ス
の
再
生
を
踏
ま
え
て

海　

津　

政　

信

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕
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今
回
の
エ
ッ
セ
イ
の
テ
ー
マ
は
日
立
鉱
山
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
日
立
製
作
所
の
構
造
改
革･

再
生
へ
の
道
筋
と
分
社

し
た
半
導
体
企
業
「
ル
ネ
サ
ス
」
の
再
生
、
そ
し
て
経
済

安
全
保
障
と
絡
め
た
半
導
体
産
業
再
生
へ
の
道
で
あ
る
。

二�

、
市
場
と
現
場
に
立
脚
し
成
功
し
た

日
立
の
構
造
改
革
・
再
生

　

ま
ず
は
日
立
製
作
所
の
構
造
改
革･
再
生
に
つ
い
て
で

あ
る
。
一
〇
〇
年
を
越
え
る
輝
か
し
い
歴
史
を
有
す
る
日

立
も
薄
型
テ
レ
ビ
や
Ｈ
Ｄ
Ｄ
（
ハ
ー
ド
デ
イ
ス
ク･

ド
ラ

イ
ブ
）
等
の
赤
字
事
業
を
抱
え
た
上
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
大
不
況
に
遭
遇
し
、
二
〇
〇
八
年
度
に
七
、
八
七
三

億
円
も
の
当
期
純
損
失
を
出
し
、
構
造
改
革
ま
っ
た
な
し

の
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
経
営

ト
ッ
プ
が
退
任
し
、
二
〇
〇
九
年
三
月
に
子
会
社
か
ら
川

村
隆
氏
、
中
西
宏
明
氏
ら
が
呼
び
戻
さ
れ
、
構
造
改
革
が

始
ま
っ
た
。

　

最
初
に
行
っ
た
の
は
資
本
基
盤
の
再
構
築
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
公
募
増
資
等
で
三
四
九
三
億
円
の

資
本
調
達
を
行
い
、
巨
額
赤
字
で
一
兆
円
ま
で
減
っ
た
連

結
純
資
産
額
（
ピ
ー
ク
は
二
〇
〇
六
年
三
月
期
で
二
兆

五
、
〇
七
八
億
円
）
を
修
復
し
た
。
そ
の
上
で
中
期
経
営

計
画
を
作
り
、
総
花
的
な
総
合
電
機
経
営
を
見
直
し
、
事

業
の
再
編
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

最
初
に
手
を
つ
け
た
の
は
、
低
収
益
事
業
の
撤
退
・
再

編
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
薄
型
テ
レ
ビ
事
業
の
自
社

生
産
か
ら
の
撤
退
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
事
業
の
売
却
、
液
晶
事
業
の

外
出
し
、
自
動
車
機
器
関
連
事
業
の
再
編
が
実
行
さ
れ

た
。
次
い
で
、
成
長
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
が
強
調
さ

れ
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大
、
火

力
事
業
を
三
菱
重
工
と
の
Ｊ
Ｖ
に
す
る
な
ど
の
非
コ
ア
事

業
の
見
直
し
、
鉄
道
事
業
本
社
を
英
国
に
移
転
す
る
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
を
行
っ
た
。
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当
時
、
日
立
の
社
長
で
あ
っ
た
中
西
宏
明
氏
に
お
会
い

し
た
時
、
中
西
氏
は
「
自
分
が
大
事
に
し
て
い
る
の
は
事

業
場
を
回
り
、
経
営
ト
ッ
プ
が
資
本
市
場
に
約
束
し
て
い

る
業
績
計
画
、
資
本
効
率
の
改
善
策
な
ど
を
現
場
の
責
任

者
に
説
明
を
し
、
共
有
し
て
も
ら
う
。
そ
の
一
方
、
そ
の

事
業
場
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
聞
き
、
そ
の
対
応
策
を
事

業
場
に
早
く
フ
イ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
だ
。」
と
述
べ

て
い
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
市
場
と
現
場
の
重
視
で
あ
る
。

資
本
調
達
を
通
じ
、
国
内
外
の
投
資
家
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た

こ
と
を
現
場
に
共
有
し
て
も
ら
い
、
同
時
に
現
場
の
課
題

解
決
を
急
ぐ
。
こ
れ
が
今
日
に
至
る
日
立
の
構
造
改
革
成

功
の
秘
訣
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
六
年
四
月
東
原
敏
昭
氏
が
社
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
と
な
り
、Lum

ada

に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
拡
大
が
打
ち
出
さ
れ
、
同
時
に
上
場
子
会

社
の
売
却
、
非
連
結
化
が
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
東
原
氏

は
二
〇
二
二
年
三
月
ま
で
の
六
年
間
で
、Lum

ada

事
業

を
一
・
六
兆
円
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
各
種
事
業
を
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
と
い
う
小
さ
い
単
位
に
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ

が
直
接
関
与
す
る
形
で
収
益
性
を
改
善
さ
せ
た
。
一
方
、

日
立
化
成
や
日
立
金
属
な
ど
の
上
場
子
会
社
二
二
社
を
子

会
社
の
ト
ッ
プ
と
議
論
し
た
上
で
ゼ
ロ
に
し
、
そ
の
売
却

資
金
を
使
っ
て
ス
イ
ス
Ａ
Ｂ
Ｂ
の
送
変
電
事
業
な
ど
の
買

収
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
東
原
氏
に
替

わ
り
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
て
い
る
小
島
啓
二
氏
は
、
東

原
社
長
の
六
年
間
を｢

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
よ
う
な
勢
い
で

整
地
し
た｣

と
構
造
改
革
の
激
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
日
立
は
、
川
村
隆
氏
、
中
西
宏
明
氏
、
東
原

敏
昭
氏
の
三
代
で
構
造
改
革
を
成
功
さ
せ
、
い
つ
の
時
代

に
お
い
て
も
社
会
が
直
面
す
る
課
題
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
応
え
る
と
い
う
一
〇
〇
年
前
か
ら
の
創
業
の
精
神
を
維

持
し
て
い
る
。
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三�

、
日
立
か
ら
分
社
し
た
半
導
体
企
業

「
ル
ネ
サ
ス
」
の
再
生

　

次
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
日
立
が
分
社
し
、
三
菱
電

機
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
統
合
し
て
作
っ
た
半
導
体
企
業
、｢

ル
ネ

サ
ス｣

の
再
生
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
立
は
今
か
ら
遡
る

こ
と
三
〇
年
余
り
前
の
一
九
九
〇
年
頃
に
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、

東
芝
に
次
ぐ
半
導
体
の
世
界
ト
ッ
プ
五
の
一
社
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
日
米
半
導
体
協
定
に
よ
る
縛
り
、
総
合
電

機
経
営
に
よ
る
半
導
体
の
投
資
決
定
の
遅
れ
、
韓
国
、
台

湾
企
業
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
国
際
競
争
力
を
落
と
し
、
二

〇
〇
〇
年
前
後
に
な
る
と
半
導
体
部
門
の
低
採
算
、
赤
字

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
来
た
。

　

そ
こ
で
日
立
は
一
九
九
九
年
に
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
事
業
を
外
出

し
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
当
該
事
業
を
統
合
し
エ
ル
ピ
ー
ダ
メ
モ

リ
（
そ
の
後
三
菱
電
機
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
部
門
も
吸
収
し
、
二

〇
一
三
年
に
米
マ
イ
ク
ロ
ン
社
に
買
収
さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ

ン
メ
モ
リ
ジ
ャ
パ
ン
と
な
っ
て
い
る
）
を
設
立
し
た
の
に

続
き
、
二
〇
〇
三
年
に
日
立
と
三
菱
電
機
のSoC

（Sys-

tem
 on Cip

）
部
門
を
統
合
し
て
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ

を
設
立
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
Ｓ

ｏ
Ｃ
部
門
を
分
社
化
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
統
合
さ
れ
、
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
（
以
下
ル
ネ
サ
ス
）
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
ル
ネ
サ
ス
は
三
社
統
合
に
よ
る
設
備
、
人
員

過
多
に
加
え
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
起
き
た
東
日
本
大
震

災
で
主
力
の
日
立
那
珂
工
場
が
被
災
し
、
存
続
の
危
機
を

迎
え
て
い
た
。
一
時
は
米
系
フ
ァ
ン
ド
へ
の
売
却
も
噂
さ

れ
た
が
、
エ
ン
ジ
ン
制
御
の
要
で
あ
る
自
動
車
用
マ
イ
コ

ン
を
ト
ヨ
タ
は
じ
め
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
一
手
に

供
給
し
て
い
た
た
め
、
経
済
産
業
省
や
自
動
車
メ
ー
カ
ー

が
反
対
し
、
政
府
系
の
産
業
革
新
機
構
等
が
二
〇
一
三
年

九
月
に
第
三
者
割
当
増
資
を
引
き
受
け
（
増
資
後
の
日
立
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の
株
式
保
有
比
率
は
七
・
六
六
％
）、
オ
ム
ロ
ン
の
会
長

と
し
て
経
営
手
腕
を
発
揮
し
た
作
田
久
男
氏
を
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
日
立
出
身
の
鶴
丸
哲
也
氏
を
社
長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
に
起

用
し
再
建
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

作
田
会
長
、
鶴
丸
社
長
は
設
備
、
人
員
過
多
を
思
い

切
っ
た
リ
ス
ト
ラ
策
で
適
正
化
し
、
そ
の
後
二
〇
一
六
年

六
月
に
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
た
呉
文
精
氏
が
米
ア
ナ

ロ
グ
半
導
体
大
手
イ
ン
タ
ー
シ
ル
社
や
Ｉ
Ｄ
Ｔ
社
な
ど
を

買
収
し
、
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
広
げ
、
現
柴
田
英
利
Ｃ

Ｅ
Ｏ
の
フ
ァ
ン
ド
リ
ー
も
活
用
し
た
フ
ァ
ブ
ラ
イ
ト
戦
略

も
上
手
く
い
き
、
再
生
に
成
功
し
た
。
産
業
革
新
機
構
が

持
つ
資
本
力
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
を
借
り
、
自
動
車

用
マ
イ
コ
ン
で
世
界
一
の
ル
ネ
サ
ス
の
再
生
を
果
た
し
た

こ
と
は
日
立
に
と
っ
て
も
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
朗
報

に
違
い
な
い
。

四�

、
経
済
安
保
を
背
景
に
一
八
〇
度
変

わ
っ
た
米
国
の
半
導
体
戦
略

　

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
日
立
な
ど
の
総
合
電
機
経
営
や
日

本
の
半
導
体
産
業
に
影
響
を
与
え
た
一
九
八
〇
年
代
後
半

の
米
国
の
半
導
体
戦
略
及
び
経
済
安
全
保
障
を
背
景
に
一

八
〇
度
変
わ
っ
た
今
日
の
米
国
の
半
導
体
戦
略
を
見
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

　

米
国
政
府
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
九
〇
年
に

か
け
、
世
界
の
半
導
体
企
業
の
ト
ッ
プ
五
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
東

芝
、
日
立
が
入
り
、
米
国
企
業
が
劣
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る

状
況
に
危
機
感
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
一
九
八

六
年
に
日
米
半
導
体
協
定
を
締
結
し
日
本
の
半
導
体
躍
進

に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
日
本

企
業
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
の
価
格
支
配
力
の
制
約
、
②
日
本
の
半

導
体
市
場
を
開
放
し
、
外
国
企
業
の
シ
ェ
ア
を
一
〇
％
か
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ら
二
〇
％
に
拡
大
す
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
定

は
米
国
の
意
図
し
た
通
り
日
本
の
半
導
体
産
業
の
競
争
力

低
下
の
契
機
に
な
っ
た
。

　

加
え
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
半
ば
以
降
、
米
国
企
業
が

開
発
と
設
計
に
特
化
し
、
製
造
は
台
湾
、
中
国
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ

や
フ
ァ
ン
ド
リ
ー
を
活
用
し
、
水
平
分
業
体
制
を
敷
い
た

こ
と
で
、
開
発
・
設
計
か
ら
生
産
ま
で
を
自
社
で
行
う
垂

直
統
合
モ
デ
ル
の
日
本
企
業
は
産
業
用
も
民
生
用
も
コ
ス

ト
高
に
陥
り
、
劣
化
し
て
い
っ
た
。

　

よ
う
や
く
二
〇
一
〇
年
以
降
、
日
立
が
薄
型
テ
レ
ビ
の

自
社
生
産
か
ら
の
撤
退
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
事
業
の
売
却
、
液
晶

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
事
業
の
切
り
出
し
、Lum

ada
事
業
の
成

長
、
関
連
会
社
の
売
却
と
成
長
企
業･

事
業
の
買
収
等
、

ソ
ニ
ー
が
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
等
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事

業
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ズ
化
と
ゲ
ー
ム
、
半
導
体
事
業
の
強

化
、
拡
大
と
い
っ
た
構
造
改
革
を
行
い
競
争
力
を
取
り
戻

す
に
至
る
が
、
長
い
時
間
が
掛
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
米
国
と
台
湾
・
中
国
の
共
同
歩
調
に
大
き
な
転
機

が
来
た
の
が
、
中
国
の
習
近
平
政
権
が
経
済
重
視
、
市
場

重
視
の
鄧
小
平
路
線
か
ら
離
れ
、
米
国
に
並
ぶ
軍
事
経
済

強
国
を
目
指
す
方
向
に
舵
を
切
っ
た
二
〇
一
七
年
秋
の
共

産
党
大
会
前
後
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
米
国
政
府
は
武
力

に
よ
る
台
湾
統
一
を
否
定
し
な
い
習
近
平
路
線
の
下
、

ア
ッ
プ
ル
、
ク
オ
ル
コ
ム
な
ど
の
米
国
企
業
の
先
端
半
導

体
を
一
手
に
生
産
す
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
（
台
湾
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
）
が
中
国
の
手
に
わ
た
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。

そ
し
て
経
済
安
全
保
障
を
重
視
し
、
自
国
及
び
同
盟
国
で

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
再
構
築
す
べ
き
で
あ
り
、
日
本
の

半
導
体
産
業
の
競
争
力
回
復
に
手
を
貸
す
と
い
う
八
〇
年

代
後
半
と
は
一
八
〇
度
変
わ
っ
た
半
導
体
戦
略
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
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半導体産業再生への道―日立、ルネサスの再生を踏まえて

五
、
半
導
体
産
業
再
生
へ
の
道

　

こ
の
米
国
政
府
の
政
策
転
換
は
、
日
本
の
半
導
体
産
業

再
生
に
プ
ラ
ス
と
な
ろ
う
。
経
済
安
全
保
障
と
い
う
視
点

が
加
わ
り
、
米
国
の
協
力
が
得
ら
れ
る
上
、
大
型
の
補
助

金
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
き
い
。
具
体
的

に
は
ソ
ニ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
に
使
わ
れ
る
ロ
ジ
ッ

ク
半
導
体
を
熊
本
に
新
設
さ
れ
る
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
と
ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ
と
の
合
弁
工
場
で
生
産
す
る
こ
と
で
、
ソ
ニ
ー
の

半
導
体
の
競
争
力
強
化
と
車
載
半
導
体
の
量
産
が
期
待
で

き
る
。

　

つ
い
で
二
〇
二
二
年
八
月
に
急
浮
上
し
た
の
が
、
日
本

政
府
が
資
金
面
等
で
後
押
し
す
る
最
先
端
の
二
ナ
ノ
チ
ッ

プ
の
量
産
を
目
指
すRapidus

社
の
設
立
で
あ
る
。
米
Ｉ

Ｂ
Ｍ
が
開
発
し
た
二
ナ
ノ
技
術
を
取
得
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の

半
導
体
研
究
機
関
のim

ec

と
提
携
し
、
二
ナ
ノ
品
の
製

造
に
欠
か
せ
な
い
Ｅ
Ｕ
Ｖ
（
極
端
紫
外
線
）
露
光
技
術
で

支
援
を
受
け
る
計
画
だ
。
二
〇
二
五
年
に
試
作
を
開
始

し
、
二
〇
二
七
年
の
本
格
量
産
を
目
指
し
て
い
る
。
車
の

自
動
運
転
や
次
世
代
通
信
な
ど
に
応
用
す
る
こ
と
を
企
図

し
、
ト
ヨ
タ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
が
株
主
に
な
っ
て
い
る
。
会

長
の
東
哲
郎
氏
は
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
出
身
、
社
長
の
小

池
淳
義
氏
は
日
立
出
身
で
あ
る
。
日
立
や
ル
ネ
サ
ス
の
再

生
も
参
考
に
し
、
ぜ
ひ
成
功
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
東
芝
か
ら
分
社
し
た
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
フ
ラ
ッ

シ
ュ
の
キ
オ
ク
シ
ア
、
自
動
車
、
産
業
機
械
に
使
わ
れ
日

本
が
な
お
競
争
力
を
持
つ
パ
ワ
ー
半
導
体
の
三
菱
電
機
、

富
士
電
機
、
ロ
ー
ム
等
も
ル
ネ
サ
ス
同
様
成
長
が
期
待
さ

れ
る
。

　

半
導
体
産
業
再
生
の
成
否
は
二
〇
三
〇
年
代
の
日
本
経

済
の
競
争
力
を
も
左
右
し
よ
う
。

（
か
い
づ
　
ま
さ
の
ぶ
・
野
村
證
券
金
融
経
済
研
究
所
　
前
シ
ニ
ア
・

リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
兼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

）


